
JAふくしま未来との連携概要書
JAふくしま未来の概要 東京農大との関係

東京農大出身者

今後の交流の可能性

◆ 東京農大の窓口教員
応用生物科学部農芸化学科 大島 宏行助教
国際食料情報学部国際バイオビジネス学科 半杭 真一准教授

◆ JAふくしま未来の担当窓口
企画部 次長兼企画課長 齋藤 正記
TEL：024-573-7364 FAX：024-554-5512 E-mail：saitou-ma008@ja-f-mirai.or.jp

◎特色
ＪＡふくしま未来は、福島県北地域の４ＪＡが合併して誕生いたしました。管内は、

１２市町村（福島市・伊達市・二本松市・本宮市・相馬市・南相馬市・川俣町・国見
町・桑折町・新地町・大玉村・飯舘村）におよび、太平洋側から自然豊かな山間部ま
で、広大で多様なエリアとなっています。 本店所在地である福島市は東京から３００
ｋｍ圏内にあり、東北新幹線、東北本線、常磐線、東北自動車道、国道4号線・6号
線・13号線・115号線・349号線・399号線が東西南北に伸びる交通上の要所となって
います。 管内農業は、全国有数の果樹（桃・梨・苺・林檎・あんぽ柿等）・野菜（胡
瓜・とまと・にら・なす等）産地であり、さらに、米・花卉・畜産と中通りから浜通
りまで、バランスのとれた産地となっています。

◎JAふくしま未来の概要（平成28年2月末）
組合員数 ：正組合員47,005人、准組合員47,755人 合計94,760人
組合員戸数：正組合員37,988戸、准組合員29,860戸 合計67,848戸
役職員数 ：役員63人、職員1,450人 合計1,513人 ※総代会資料より

農畜産物販売高：277億円、購買品供給高166億円
貯金残高：7,086億円、貸出金残高：1,507億円、長期共済保有契約高：2兆7,366億円

種類 平成28年 平成29年

米穀 4,538,996 5,426,788

果実 9,805,556 9,759,620

蔬菜 5,395,799 5,357,285

花き 927,114 852,611

特産 201,896 199,905

直販 2,139,264 2,277,637

畜産 4,415,742 4,084,546

その他 336,426 144,567

合計 27,760,793 28,102,959

＜農畜産物取扱高＞ （単位：千円）

＜JAふくしま未来イメージキャラクター＞

・放射性物質低減対策試験（水稲・大豆・牧草等）（H23～現在継続中）後藤名誉教授

・ＪＡふくしま未来復興応援隊

もも共選場支援隊による共選作業 (H27～継続中）後藤名誉教授、農芸化学 大島助教

・当ＪＡでの農業体験を通じた実習生受入れ（H28～）ビジネス学科、開発学科 ３名程度

・畑わさび放射性物質吸収抑制対策試験（Ｈ26～継続中）後藤名誉教授、農芸化学 大島助教

・畑わさび放射性物質吸収抑制対策試験結果報告会（過去４回開催）

Ｈ27/3/25 ・Ｈ28/3/23 ・Ｈ29/3/24・H30/4/27 後藤名誉教授 大島助教授（農芸化）

田中 正彦 代表支店長（S55 短農卒）
鈴木 清一 （地区）部次長 兼センター長 （S55短農卒）
斎藤 智巳 営農経済担当部次長 兼 課長（S61農業経済卒）
梅津 隆夫 課長（S61農業経済卒）
渡辺 理文 総合支店長（S61農業工学卒）
実沢 幸広 係長（H20経済卒）
三浦 幸朗 係長(H18短生卒) その他、多数の卒業生在籍

・原発事故からの復興再生への取り組みへの研究支援
・農産物、特産物販路拡大に向けた協力・マーケット研究
・管内農産物育成・生産にかかる成分・品質・土壌等の調査・研究の協力
・地域社会の課題解決に向けた研究支援
・ＪＡふくしま未来産農産物を利用した魅力ある食品加工の研究協力
・管内農業・農村発展のための共同事業
・東京農大生の農業実習・調査等のフィールド提供および各種イベント参加
・東京農大生の就職、就農支援への対応
・6次化商品の開発・検討

＜管内の主力品目＞



JAふくしま未来との連携概要書
連携協定への経緯

2017年6月）
学長室より依頼。
赤羽次長から先方の担当者に連絡し、連携内容について打ち合わせる。
今までの実績）

後藤逸男名誉教授が桃の収穫で学生を派遣
バイオの林先生（退職）があんぽ柿の研究・調査
今後、化学の大島宏行助教が活動を引き継ぐ予定

連携協定書類（概要書・協定書）見本を送付し、先方に作成依頼

↓
2018年4月）

JAみらい担当者（佐藤様）より、書類が送付される。
エクステンションセンター担当者の内容確認後、修正依頼。

↓
2018年5月）

修正された書類が提出される。

学長説明 協定締結、了承済（5/9）


